
福岡県×国連ハビタット福岡本部連携事業 

令和４年度若手技術者・経営者向け実践型海外派遣プログラム 

募集要項 

 

１ 目的 

  将来を担う県内の若手技術者・経営者等を対象に、国連ハビタット、海外進出企業関係者等を講師と

したワークショップや研修、現地プロジェクトの視察等を実施し、発展途上国が抱える課題とその解決

に必要な技術、現地住民との関わり方、国連ハビタット等と連携した海外進出事例等を学ぶことによ

り、参加者が有する技術や知見、ノウハウを用いて現地の課題解決に貢献できる人財を育成する。 

 

２ 主催 

  公益財団法人福岡県国際交流センター 

  （福岡県からの委託により、（公財）福岡県国際交流センターが実施） 

 

３ 協力 

  国連ハビタット福岡本部 

 

４ プログラム内容 

（１）事前国内研修（場所 福岡市内） 

日程 令和４年１０月２９日（土）、１１月１２日（土）、１２月１７日（土） 

 内容 国連ハビタットの活動や海外進出事例、今回の派遣国であるカンボジアの課題等について、 

各分野の専門家の講義を受講するとともに、カンボジアの諸課題解決に向けた事業計画を検 

討するワークショップを実施する。 

（２）海外研修（派遣国 カンボジア王国）  

日程 令和５年１月８日（日）～１月１２日（木）（３泊５日） 

内容 首都プノンペンにて国連ハビタットカンボジア事務所よりブリーフィングを受けるととも 

に、実際にケップ、プレイノッブ、シアヌークビルにおいて各プロジェクトサイトの視察、現 

地政府関係者、現地住民等との意見交換を実施する予定。 

〔実施中のプロジェクト〕 

・ケップ 廃棄物処理、マングローブ保護等 

・プレイノッブ 雨水活用、洪水対策等 

・シアヌークビル 太陽光発電、遮熱塗料の塗装、クッキングストーブの普及等 

（３）事後国内研修（場所 福岡市内） 

日程 令和５年２月上旬（予定） 

内容 海外研修にて実際に視察、聴取した内容をもとに、事前に作成した事業計画をブラッシュア 

ップし、成果報告会での発表内容をまとめるグループワークを実施する。 

（４）成果報告会（場所 福岡市内） 

日程 令和５年２月下旬（予定） 



内容 これまでのグループワーク及び海外研修を経て取りまとめた各自の事業計画を発表する成 

果報告会を開催する。 

 

５ 募集人員  

６名以内 

 

６ 応募要件 

次のすべてに該当する者とします。 

（１） 派遣時において、概ね３５歳以下の者を対象とし、福岡県内に所在する企業（個人経営含む）、 

   大学院に在籍していること。 

（２） 在籍している企業・大学院が、開発途上国が抱える課題の解決に関連する技術を有している又 

は研究していること（技術分野例：再生可能エネルギー技術、ごみ処理、浄水技術、建築技術、雨

水活用、下水道処理、農業関連、洪水防止技術、遮熱技術等）。 

（３） 英語によるコミュニケーション能力を有していること。 

（４） 国際協力や国際事業に強い関心と問題意識を持ち、これらに携わる意欲があること。 

（５） 心身ともに健康であり、国内研修、海外研修、成果報告会のすべてに参加できること。 

（６） 原則として、新型コロナウイルスワクチンの３回目接種が海外研修出発前までに完了している 

こと。（但し、新型コロナウイルス感染拡大状況等により、要件等を変更する可能性があるので、  

その場合は別途センターからの指示に従うこと） 

（７） 主催者の指示により海外研修出発直前にＰＣＲ検査を受けること。 

 

７ 応募方法 

参加申請書を申込先へ電子メール又は簡易書留で送付、あるいは直接持参してください。 

 

８ 募集締切 

  令和４年９月３０日（金）午後５時必着 

 

９ 選考・決定 

（１）１次選考（書類選考） 

提出書類に基づいて書類選考を行います。 

結果は、令和４年１０月５日（水）までに本人に電子メールで通知します。 

（２）２次選考（面接） 

   １次選考の合格者に対し、面接を行います。 

   面接予定日 令和４年１０月１０日（月・祝） 

（３）決定 

   令和４年１０月１４日（金）までに本人に電子メールで通知します。 

 

 



10 経費、損害等の負担 

（１）参加者負担金 １５０，０００円を限度 

  ※参加者負担金に含まれるものは、海外研修に係る費用のうち、渡航費（往復航空券等）、アライバ 

ルビザ代、宿泊費、食費、車両借上げ料、現地通訳手配費など 

  ※為替や燃料サーチャージの状況、実際の参加人数等により負担金が増額となる可能性があります。 

（２）参加者負担金のほか、次の費用（一例）は参加者の自己負担となります。 

①パスポート取得費用 

②海外研修に係るＰＣＲ等検査費用 

③海外旅行保険料（当財団で加入する保険を上回る補償を希望する場合） 

④県内研修、成果報告会等にかかる交通費 

⑤海外研修時の集合・解散場所までの交通費 

⑥個人的に必要な経費（電話代等通信費・お土産代など） 

  ⑦新型コロナウイルスに係る自主隔離等が必要になった場合の宿泊費等（海外旅行保険で補償され 

る場合を除く） 

  ⑧自然災害や悪天候等航空会社や主催者の手配に起因しない事由によりプログラム内容が変更にな 

る場合の追加費用（航空機の欠航・遅延、宿泊費等） 

（３）自己都合によるキャンセル 

  ・参加者決定後は、原則として参加を辞退することはできません。 

・参加者が自己都合により参加を辞退した場合において生じるキャンセル料等については、負担金 

納入の有無にかかわらず参加者が全額を負担し、主催者は負担しないものとします。 

（４）研修中の事故等 

   研修中の災害、病気、事故、個人の不注意等によって生じる参加者の損害等については、主催者は

責任を負いません。なお、参加者は、主催者の負担により海外旅行保険に加入します。 

 

11 参加者資格の取消し 

  参加者として不適切と認められる者（提出書類に偽りがあったとき、県内研修の無断欠席、事務局 

からの連絡に誠実に対応しない等）については、参加者資格を取り消します。 

なお、主催者は、すでに主催者が負担した経費の一部又は全部について、資格を取り消された者か 

ら返還させることができるものとします。 

 

12 プログラムの変更、中止 

（１） プログラムの内容や日程は変更となる場合があります。 

（２） 自然災害や新型コロナウイルス感染症の急激な感染拡大、ロックダウン等の理由により、海外研 

修の安全かつ円滑な実施が困難となった場合、又は困難となる可能性が大きい場合、プログラムは中 

止します。 

  【海外研修出発前に中止する場合】 

納入済みの負担金は全額返金します。 

  【海外研修中に中断する場合】 



負担金は返金しません。行程変更等に伴い、追加費用を負担していただく場合があります。 

 

13 その他 

（１） 海外研修２週間前から参加者本人とその同居家族（寮の場合は同部屋の者）は毎日健康観察をし、 

主催者に報告していただきます。 

（２） 参加者には、海外研修出発前３日以内に、ＰＣＲ検査を受けていただきます。陽性になった場合 

は、海外研修には参加できません。この場合、負担金はキャンセル料等を除き返還します。 

 

 

 

【申込み・問い合わせ先】 

公益財団法人福岡県国際交流センター 企画交流部 

〒810-0001 福岡市中央区天神 1-1-1アクロス福岡西館８階 

電話：092-725-9204、FAX：092-725-9205 

E-mail： exchange@kokusaihiroba.or.jp 

受付時間：平日 午前８時３０分～午後５時４５分 

mailto:exchange@kokusaihiroba.or.jp

